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携帯電話を対象とした映像コンテンツによる学習システムの構築 
Development of a Mobile Video Learning System for Mobile Phone 

 
葉田  善章 

Yoshiaki HADA 
 

放送大学 
The Open University of Japan 

 
   ＜あらまし＞  放送大学では，テレビやラジオで放送されている放送教材のインターネット配信を

実験的に進めている．これまで PC を対象としていたが，学生の多彩なニーズに対応するためにモバ

イルでの配信システムの開発を進めている．本発表では，ガラケーと呼ばれる携帯電話を対象とした

教材配信システムの構築について述べる．開発では，キャリアによる通信環境や端末の基本機能の違

いの他，同一キャリアであっても端末仕様が異なることを考慮することが必要であった．機能面では，

移動中などのモバイル環境でも学習しやすくなるよう，映像コンテンツの配信に加え，テロップ機能

や映像と静止画の切替え機能，バナーによるリンク先へのジャンプ機能の 3 つの機能を追加した．さ

らに，ケータイサイトや印刷教材，Web などとの連携を実現した． 
    ＜キーワード＞  システム開発，遠隔教育・学習，学習環境，携帯電話，マルチメディア 
 
１．はじめに 

ガラケーと呼ばれる携帯電話やスマートフォ

ンは，3G 回線や無線 LAN などのネットワーク

を使って，場所に依存せずに映像などの学習コン

テンツの取得ができるようになった． 
携帯電話へのコンテンツの配信には，ダウンロ

ード型とストリーミング型の 2 種類があり，用途

などによって使い分けられている．ダウンロード

型は，再生の前にコンテンツを端末に保存してお

く方法である．ストリーミング型は，逐次コンテ

ンツをネットワークより端末に受信ながら再生

する方法である． 
携帯電話への映像などのコンテンツ配信を行

うツールには，ダウンロード型である Podcast
や，ストリーミング型である YouTube などがあ

る．大学等の高等教育を対象とした教育コンテン

ツ配信を行うツールもいくつか登場している．例

えば，iUNIV [1]，iTunes U [2]，YouTube EDU 
[3]，京都大学モバイル講義視聴システム[4]，
KEIO OCW for iPhone [5]などである．これらの

ツールは，講義映像や教材などの学習コンテンツ

を公開しており，モバイル環境での学習を実現す

る． 
放送大学で行われている学習コンテンツ配信

は，実験的に行われている PC を対象としたイン

ターネット配信がある．配信されているコンテン

ツは，テレビやラジオで放送されている放送教材

であり，ストリーミングによって配信されている

[6-8]．アクセス件数は図１に示すようにサービス

の開始と共に増加しており，インターネットでの

学習コンテンツ配信は学生のニーズが高いこと

が伺える． 
本稿では，放送大学の学習コンテンツであるテ

レビやラジオの放送教材を携帯電話に配信し，携

帯電話での学習を行うことを目的としたシステ

ムの構築について述べる． 
２．システム開発の方針 

携帯電話への配信方式は，ガラケー，iPhone
や Android などにより異なるため，対象となる

学生や配信内容などに応じて対象を定め、システ

ム開発を行う必要がある．今回の開発では，放送

大学での利用者が多いと予想されるガラケーと

呼ばれる携帯電話を対象とし，学習コンテンツで

 

 
図１  インターネット配信のアクセス件数 
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ある映像コンテンツの配信を実現する． 
ガラケーは，端末の種類が多く，キャリアによ

って仕様の異なる 3G回線を使った通信が行われ

る．仕様や通信回線の違いにできるだけ対応し、

多くの端末にサービスを提供できるよう，我々は，

掲示板・メール配信の機能をガラケーに提供する

K-tai Campus[9]の構築・運営の経験を踏まえて，

システム構築の方針を以下とした． 
1) 実機での検証を行う：PC 上で動作する携帯

電話エミュレータは実機と完全に同じ動作

ではなく，同一キャリアであっても端末の仕

様が統一されていないためである． 
2) 登場する新機種に継続して対応する：利用者

の機種変更に対応するとともに，システムの

寿命を延ばす． 
3) 異なるキャリア・端末のコンテンツが共通に

管理できる：端末上で動作するプログラムは

専用であっても，管理を容易にするため，サ

ーバや管理するシステムは同一にする． 
4) 長時間の映像配信に対応する：3G 回線で送

信できるファイルサイズの制限に影響を受

けず，放送教材の 45 分のコンテンツ配信に

対応する．  
5) 教育の効果が期待できる機能を組み込む：テ

ロップの表示や，他の教材や小テストへのジ

ャンプなどに対応する． 
6) 動画配信はストリーミング型で行う：安定し

たコンテンツ再生の観点からは，ダウンロー

ド型が望ましいが，コンテンツ著作権保護の

観点からストリーミング型に対応する． 
7) ラジオとテレビのコンテンツに対応する：映

像の配信と，音声のみの配信に対応する．た

だし，音声のみの配信への対応が困難である

場合は，教材のオーサリング時（システムへ

の登録時等）にダミーの画像または映像を音

声に加え，映像化することで対応する． 
8) 他システムとの連携ができる：単体での利用

の他、印刷教材や PC での学習，携帯電話対

応の e-Learning システムとの連携ができる

ものとする。 
9) 認証システムとの連携ができる：将来，認証

が必要なコンテンツの配信に備え，認証サー

バとの連携が行える機能を持つものとする． 
３．構築システムの概要 

  構築システムは，図２のように配信サーバ，管

理サーバ，携帯電話上で動作するケータイアプリ

から構成される．配信サーバは１台設置している

が，利用する端末数による負荷に応じて追加でき

る構成になっている．携帯電話上で動作するケー

タイアプリは，キャリアや端末画面の解像度別に

用意されている．ケータイアプリの振り分けなど

に必要となる携帯電話の情報は，端末プロファイ

ルとして管理サーバに登録されている。新機種の

対応は、機種が登場するたびに実機での確認が行

われた後に端末プロファイルが提供され，システ

ム管理者によって更新を行う． 
携帯電話への映像配信は，キャリアの通信制限

のため，長時間の映像に対応することが困難であ

る．このことから，一般的な動画形式ではなく，

長時間の映像やライブ映像の配信のために独自

に開発された携帯電話用の映像配信エンジンを

用いることで実現している． 
  携帯電話の端末で動作するケータイアプリは，

DoCoMo，au，SoftBank (Disney Mobile)のそれ

ぞれに用意されている．DoCoMo と SoftBank の

端末は，Java によるアプリである，i アプリ

(DoCoMo)，S!アプリ(Softbank)によって実現さ

れる．au端末は，アプリ開発で用いられるBREW
では開発やアプリ配布の問題があるため，Java
アプリと同等機能ではないが、Flash Lite によっ

て簡易的なコンテンツの再生で対応している． 
  アプリの配布は，キャリアによって対応が異な

る．DoCoMo は任意のサーバに i アプリを配置で

きるため，本システムの配信サーバ上に配置し、

最初の利用時に端末にインストールする．au は

Flash Lite であるため，コンテンツ選択の都度，

ダウンロードされ実行される．SoftBank は

DoCoMo と同様に最初の利用時に端末へのイン

管理サーバ 配信サーバ

NTT
DoCoMo

au

SoftBank

コンテンツと
アプリの配信

コンテンツ・
端末の管理

 
 

図２  システム構成 
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ストールを行うが、S!アプリの配布に制限がある

ため，アプリ配布サービスと契約を行い，アプリ

配布サービス経由で提供している． 
４．携帯電話への映像コンテンツ配信 

本システムに登録する学習コンテンツとその

利用について，図３に基づいて説明する．まず，

映像コンテンツを配信するサーバに，管理サーバ

経由で映像コンテンツを登録（図３(1)）する．

このとき、テロップやバナーなどの情報も同時に

登録する．次に，配信するコンテンツをまとめた

もの（リンクページ）をチャンネルページとして

作成し，サーバに登録する（図３(2)）．チャネル

ページは，学習コンテンツの内容に応じて教材作

成者が複数作成することができる．最後に，携帯

電話でチャネルページにアクセスして再生に必

要となるケータイアプリをダウンロードして携

帯電話にインストールした後，学習コンテンツの

選択により学習を行う． 
５．学習支援機能 

携帯電話での学習は，外出中などのモバイル環

境での利用を前提として設計した．モバイル環境

では印刷教材などの資料参照が困難となること

が想定される．このため，開発システムのみで完

結した学習のための支援機能を学習コンテンツ

の再生と共に追加することとした． 
支援機能は，映像コンテンツの登録時に解説の

埋め込みや、携帯電話の画面の小ささの補助、小

テストや解説ページへの遷移などを実現するた

めに，テロップ機能，映像と静止画の切り替え機

能，バナーによるリンク先へのジャンプ機能の３

つの機能とした． 
テロップ機能は，図４のように再生中の映像に

対して指定された時間に音声や説明を表示する

機能である．聞き取りにくい音声や講義内容の補

足を目的とする．本機能では一つの教材コンテン

ツ全体に対して 9 種類のテロップを設定できる．

教材コンテンツの再生時は、表示する場合はテロ

ップの種類を選択することができる．テロップは，

音声字幕や，コンテンツ内容の補足説明などに利

用できる． 
映像と静止画の切替え機能は，図５のように，

映像中に写される黒板やスライドなど、携帯電話

の小さな画面では視認しにくい内容を拡大表示

するものである．映像コンテンツの登録時に，映

像に拡大した静止画を埋め込むことで，機能が利

用できる． 
バナーによるリンク先へのジャンプ機能は，図

６のように学習コンテンツにリンクを埋め込み，

(1)学習コンテ
ンツの登録

(2)学習コンテンツ
ページの作成と登録

(3)アプリの
インストール＆

映像再生

配信
サーバ

 
 

図３  学習コンテンツへのアクセス 

テロップ表示

 
 

図４  テロップ機能の表示例 
 

拡大画像

元の動画

再生画面

拡大画面

 
図５ 映像と静止画の切替え機能の表示例 
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図６  バナーによる教材の流れの変化 
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学習コンテンツの流れを変化させるものである．

映像コンテンツの登録時にジャンプするページ

へのリンクを埋め込むことで，本機能が利用でき

る．学習者は教材の再生時に現れるバナーの選択

により，映像の再生中に関連するサイトへの移動

がなされる．移動したページの戻るリンクを使っ

て映像コンテンツに戻ることもできる。 
６．教材コンテンツの活用 

本システムが持つ教材配信機能を他のシステ

ムでも活用できるよう，本システムへのアクセス

は図７のような方法を用意している．このことで，

ケータイサイトや印刷教材，Web，他システムと

連携して本システムの利用が行えるようになっ

ている． 
現段階での他システムとの連携は，放送大学

ICT 活用・遠隔教育センターで取り組んでいるオ

ンライン学習大学ネットワーク UPO-NET にお

いて進めている．具体的には携帯電話対応の

moodle を用いて看護学習が行えるシステムと連

携を行っており，ミニレクチャービデオの配信を，

本システムの機能により実現した． 
７．おわりに 

本稿では，映像コンテンツの配信による学習シ

ステムの開発とコンテンツについて述べた．引き

続き配信コンテンツの充実を図ると共に，スマー

トフォンでの教材配信について取り組む予定で

ある． 
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